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介
護
保
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頼
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― 
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ア
マ
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ー
ジ
ャ
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平
成
十
二
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
十
年
余
経
ま
し
た
。
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
「
要
支
援
」

ま
た
は
「
要
介
護
一
～
五
」
と
判
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（「
要

支
援
」
の
判
定
を
受
け
た
方
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
利
用
で
き
ま
す
）。
介
護
保
険
制

度
で
は
、
統
一
的
な
利
用
手
続
き
や
利
用
者
負
担
で
、
利
用
者
の
選
択
に
よ
り
包
括
的

に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
要

介
護
度
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た
利
用
限
度
額
の
範
囲
内
で
利
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、「
ど
の
サ
ー
ビ
ス
」

を
「
ど
れ
く
ら
い
」「
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
く
の
か
」
な
ど
に
つ
い

て
、
月
単
位
の
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
希
望
や

身
体
の
状
態
、
家
族
の
意
向
な
ど
に
基
づ
い
て
、
こ
の
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
組
み
立
て

る
の
が
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」（
介
護
支
援
専
門
員
）
で
す
。 

 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
、
要
支
援
・
要
介
護
者
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
無

駄
な
く
十
分
に
利
用
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す
。 

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
立
て
る
こ
事
が
大
切
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
」
を
立
て
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
身
体
の
調
子
や
持
病
の
具
合
な
ど
を

十
分
に
理
解
し
て
い
る
、
優
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。 

 

か
か
り
つ
け
の
医
師
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
把
握
し
て

い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
師
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、
優
れ
た
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
自
分
に
合
っ
た
「
ケ
ア
プ
ラ

ン
」
を
立
て
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
間
で
も
、
病
院
や
診
療
所

に
行
っ
て
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
を
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
折
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
が
一
番
現
実
的
で
し

ょ
う
か
。
ど
う
か
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
に
し
て
も
、
繰
り
返
し
ま
す
が
優
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。 

 

私
共
の
施
設
で
あ
る
望
洋
荘
や
せ
ん
し
ょ
う
苑
に
も
優
秀
な
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
や
相
談
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
入
所
者
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
者
、
そ
の
家
族
の
方
々
の
相
談
相
手
と
な
り
個
々
に
合
っ
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
供
出
来
る
様
に
待
機
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
彼
女

ら
の
作
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
に
職
員
は
一
丸
と
な
っ
て
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
望
洋
荘
や
せ
ん
し
ょ
う
苑
に
入
居
し
て
い
る

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
希
望
内
容
を
申
し
出
て
下

さ
い
。
そ
れ
ら
の
希
望
内
容
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い

終
の
棲
家
の
充
実
に
繋
が
る
わ
け
で
す
か
ら
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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四
月
五
日
（
金
）
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
で
鹿
島
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
エ
ブ
リ
ア
駐
車
場
側
の
河
川
敷
へ
ド
ラ
イ
ブ
を
か
ね
て
お
花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

少
し
曇
り
空
で
肌
寒
い
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
入
居
者
様
は
久
し
ぶ
り
の
外
出
が

と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。 

見
事
に
満
開
を
迎
え
た
桜
の
木
の
下
で
、
お
茶
や
お
菓
子
を
召
し
あ
が
り
ま
し
た
。 

遠
く
よ
り
聞
こ
え
る
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
何
と
も
い
え
ぬ
春
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
ひ
と

時
で
し
た
。 

                    

    
 

  
 

 

四
月
二
十
五
日
（
木
）
正
午
よ
り
四
名
の
入
居
者
様
と
「
石
炭
化
石
館
ほ
る
る
」
へ
見

学
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。 

 
 

 

炭
鉱
で
働
く
人
達
の
様
子
や
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
見
て
、
と
て
も
懐
か
し
が
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
い
わ
き
市
は
炭
鉱
の
盛
ん
な
町
で
あ
り
、
炭
鉱
の
仕
事
に
携
わ
れ
て
い
た

方
々
も
多
く
、
当
時
の
暮
ら
し
に
自
分
た
ち
の
若
い
頃
を
思
い
出
し
た
様
子
で
し
た
。
そ

の
他
に
も
恐
竜
や
鯨
な
ど
の
化
石
を
見
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
マ
ス
コ
ッ
ト
「フ
ラ
お
じ
さ
ん
」

な
ど
に
触
れ
た
り
、
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

                   

介護老人福祉施設 望洋荘 

｢

ひ
な
ま
つ
り｣ 

も
も
の
節
句 

 

お
花
見 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

外
出
ツ
ア
ー 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 
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四
月
九
日
（
火
）
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
、
み
ま
や
南
・
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
と
須

田
医
院
と
な
り
に
あ
る
小
島
公
園
へ
お
花
見
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
の
桜
の
開
花
が
例
年
よ

り
早
く
、
す
で
に
満
開
は
過
ぎ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
葉
っ
ぱ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

お
天
気
に
恵
ま
れ
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
で
乾
杯
。
春
の
訪
れ
を
体
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

四
月
十
三
日
（
土
）
午
二
時
か
ら
、
み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
と
施
設
の
と
な
り
に
あ
る

長
町
公
園
に
お
花
見
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
桜
は
山
桜
で
一
般
的
な
桜
（
染
井
吉
野
）

か
ら
比
べ
開
花
が
遅
く
丁
度
見
頃
で
し
た
。
近
く
の
た
め
に
暖
か
く
天
気
が
良
い
日
に
お
花
見
が

実
施
出
来
ま
し
た
。
や
は
り
お
天
道
様
の
下
は
気
持
ち
が
良
い
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

                        

                                  

四
月
六
日
（土
）夜
か
ら
降
り
出
し
た
雨
が
、
七
日
の
未
明
に
激
し
い

豪
雨
（
一
時
間
降
水
量
九
一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
と
な
り
、
せ
ん
し
ょ

う
苑
の
付
近
は
冠
水
に
よ
り
床
上
浸
水
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
当
施
設
の
建
物
は
盛
土
し
て
高
い
場
所
に
建
て
お
り
ま
す

の
で
浸
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
写
真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
公
園

側
や
道
路
側
は
ま
る
で
湖
の
様
で
し
た
。 

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

お 花 見 会 

大
雨
に
よ
る
被
害 

四
月
七
日 
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四
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
平
成
二
十

五
年
度
「
望
洋
荘
家
族
会
」
総
会
を
望
洋
荘
二
階
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
の
事
業
活
動
報
告
、
収
支
決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
平
成
二
十
五
年
度
の
役
員
選
出
、
事
業
活
動
計
画
、
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
五
年
度
「
望
洋
荘
家
族
会
」
役
員
は
左
記
の
通
り

で
す
。 

  

以
上
十
名
の
皆
様
が
今
年
度
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
望
洋
荘
家
族
会

の
為
に
、
尽
力
頂
け
る
方
々
で
す
。 

 

今
年
度
も
施
設
行
事
や
ユ
ニ
ッ
ト
行
事
な
ど
、
会
員
の
皆
様
に

数
多
く
参
加
い
た
だ
け
る
様
な
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何

か
お
気
づ
き
の
こ
と
や
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

声
を
お
掛
け
頂
き
ま
す
様
お
願
い
し
た
し
ま
す
。 

  

望  

洋  

荘 

五
月 

一 

日(

水) 

午
前
十
時
よ
り 

 

「
山
際
イ
ク
ヨ
様 

茶
寿
祝
賀
会
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

  
 

五
月
十
二
日
（日
）午
後
二
時
よ
り 

「母
の
日
＆
誕
生
会
」塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

   

  

せ
ん
し
ょ
う
苑 

五
月
二
六
日(

日) 

午
後
三
時
よ
り 

 

「フ
ラ
ダ
ン
ス
」 

               

 

会
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監
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理
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会
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会
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新
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信
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鈴
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覚 

草
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正
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洋
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泰
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赤

間

 

修 

大
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小

林
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様 様 様 様 様 様 様 様 様 様 

新

任 

再
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新
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再
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再

任 

再

任 

再
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再
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再
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（
監

事

） 

 

（
理

事

） 

（
理

事

） 

（
副
会
長
） 

三

代

 

ヒ
サ
子 

五 

森

山

 

威 

五 

渡

邊

 

礼

次 

五 

吉

田

 

貞

雄 

五 

岩

佐

 
勉 

五 

赤

間

 
直

子 

五 

水 

野 

ハ 

ナ 

子 
五 

山 

際 

イ 

ク 

ヨ 

五 

望  

洋  

荘 

月 月 月 月 月 月 月 月 

二
八 

二
三 

 

十 九 七 五 三 一 

日 日 日 日 日 日 日 日 

様 

(

火) 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （木
） 

豊 

間 
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （月
） 
永 
崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （木
） 

勿 

来 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （火
） 

永 

崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

豊 

間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

永 

崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （水
） 

薄 

磯 

ユ
ニ
ッ
ト 

(

七
九
歳) 

（八
一
歳
） 

（九
〇
歳
） 

（八
二
歳
） 

（八
一
歳
） 

（八
三
歳
） 

（九
一
歳
） 

（百
八
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

佐

々
木

 

ヨ
シ
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五 

猪

狩

 

ク

ニ
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五 

月

川

 

一
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五 

齋

丸

 

美

與

子 

五 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 月 月 

二
八 

二
六 

二
一 

十 

日 日 日 日 

様 （火
） 

み
ま
や 

東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （水
） 

み
ま
や 

東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （火
） 

み
ま
や 

東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

み
ま
や 

南
ユ
ニ
ッ
ト 

（八
八
歳
） 

（九
六
歳
） 

（九
六
歳
） 

（八
八
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
発
行 
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市
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【
五
月
の
行
事
予
定 

】 

【
五
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
五
月
の
行
事
予
定 

】 

【
五
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

「
望
洋
荘
家
族
会
総
会
」 


